
 

 

 

 

 

運動会の光景から PTAを考える 

                               校長   村松 弘一  

保護者の皆様、先日の運動会では、子供たちへの温かいご声

援をいただき、誠にありがとうございました。4月に着任して

以来、私は本校の温かい協力体制、何よりＰＴＡの皆様の圧倒

的な行動力に、日々大きな勇気をいただいております。 

先日の運動会でも、その素晴らしさを改めて実感いたしまし

た。当日の受付や、終了後のテント・用具の片付けなど、多くの保護者の皆様が自発的に力を貸

してくださいました。迅速なサポートのおかげで、子供たちも安全に、そして教職員も週明けの

授業に万全の体制で臨むことができました。本当にありがとうございました。 

このとき、私も皆様と一緒に片付けを行っていると、保護者の皆様が「お疲れ様でした！」「子

どもたち、頑張りましたね」と、笑顔を交わしながら作業をされている姿が、とても印象に残っ

ています。我が子の成長を共に喜び、見守る学校と家庭、地域の温かい繋がりがあることの心強

さを、改めて実感した瞬間です。この素晴らしい光景を振り返りながら、私はこれからのＰＴＡ

の在り方について考えています。 

時代の変化に伴い、「忙しくて活動に参加できない」という声を耳にするのは事実です。改めて

お伝えしたいのは、ＰＴＡは「任意で加入する団体」であり、入退会は皆様の自由であるという

ことです。本校では皆様の意思を尊重し、各ご家庭で納得して加入していただく形をとっており

ます。 

では、なぜ学校はＰＴＡへの加入をお願いするのでしょうか。それは、先日の運動会支援や日々

の見守りのように、全ての活動が「子供たちの安全と笑顔」に直結しているからです。教職員の

力だけで補いきれない部分を、会員の皆様が築いてこられたこの温かい繋がりが支えてくれてい

ます。そして、日頃から組織の先頭に立ち、細やかなお心遣いと熱意をもって動いてくださって

いるＰＴＡ役員の皆様には、学校として、心からの深い感謝と敬意を申し上げます。役員の皆様

が注いでくださるエネルギーのおかげで、本校のＰＴＡ活動は今、非常に生き生きと活性化して

おります。皆様に支えられ、学校の教育環境がより豊かに保たれているのは、紛れもない事実で
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す。 

また、ＰＴＡ活動に関わってくださっている保護者の皆様からは、「家では見せない我が子のた

くましい姿や、友達と過ごす等身大の表情を間近で見られるのが、何よりの楽しみ」という声も

よく伺います。単なる負担ではなく、家庭だけでは分からない子供たちのリアルな成長の様子を

そっと見守り、把握できる特別な機会でもあること。これもまた、ＰＴＡ活動がもつ大きな魅力

であり、参加する側の良さであると感じております。 

ありがたいことに、本校のＰＴＡ会長は、江戸川区立中学校 

ＰＴＡ連合協議会の会長も務めていらっしゃいます。実は現在、

お仕事の関係で東京から離れた場所を拠点とされていますが、遠

隔での会議システム等で本校のＰＴＡの全体会へ参加し、学校の

様子も細やかに把握して動いてくださっています。まさに「遠く

にいても、仕事が忙しくても、工夫次第でつながり合える」とい

う、これからは「できる人が、できる時に、できることをする」

持続可能な新しいＰＴＡの姿を、自ら示してくださっている心強いリーダーです。 

なお、仮に入会されない選択をされた場合でも、お子様が学校生活や行事等で不利益を被るこ

とは一切ございません。学校は全ての子供たちを平等に育みます。 

子供たちの豊かな成長には、学校だけの力でも、家庭だけの力でもなく、学校と家庭、地域、

そしてＰＴＡが「子どもの幸せ」という一つの目的に向かって、力を合わせていくことが不可欠

です。ご家庭によって、今はどうしても活動が難しい時期もあるかと思います。だからこそ、お

互いの状況を認め合い、支え合える関係でありたいと考えています。会員の皆様が守ってくださ

っているこの温かい繋がりに、「少し状況が落ち着いたから、できる時に自分も力を貸してみよう」

と、一人、また一人と応えてくださるならば、これほど心強いことはありません。 

私は校長として、保護者の皆様の最も身近なパートナーでありたいと考えています。ＰＴＡの

皆様と共にどこまでも子供たちに寄り添い、一人ひとりを大切に育んでまいります。 

本校のＰＴＡがもつこうした先進的な取り組みや、子供を想う温かい熱量は、他校に誇れる素

晴らしい教育環境の基盤です。私は、この本校ならではの強みを、教育委員会や地域の他校へも

「これからの理想的な連携モデル」として広く発信し、伝えていきたいと考えております。  

お互いを思いやりながら協力し合える新しい関係を、皆様と一緒に築いていきたいと考えており

ます。 

どうぞ学校や、活動を支えてくださっているＰＴＡの皆様の思いをご理解いただき、今後とも

ＰＴＡの活動への温かいご協力をお願いいたします。 


